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JR東日本グループでは2050年度におけるCO₂排出量「実質ゼロ」を目標としたチャレンジを行っている。当社は、エネルギー
を「使う」フェイズでの取り組みのひとつとして、この水素ハイブリッド電車「HYBARI（ひばり）」を開発した。この「HYBARI」は
水素を燃料とした燃料電池と蓄電池を用いたハイブリッドシステムを搭載し、鉄道の脱炭素化にむけて実証試験を行っている。
この実証試験では「HYBARI」を実際に営業線において走行させ、安定性、環境性能、車両性能の検討など、実用化にむけたデー
タの収集を行っている。世界初の70Mpaの高圧水素を利用できる鉄道車両として、将来の水素需要の一端を担い、水素社会
の実装にむけた動きを加速させていく。

気候変動の緩和のため、GWP＝25,200のSF6ガスは使用量の削減が世界
的に求められている。また、環境性能と共にライフサイクルコストの低減が望ま
れている。当社はSF6ガスを使用せず、小形軽量化・経済性を追及し、環境に配
慮したエコタンク形VCBを開発・販売している。2020年には世界初（当社調べ）
の145kVクラスの開発を完了し販売を開始した。SF6ガスから高圧乾燥空気へ
の代替や、非磁性体材料アルミタンクの採用による通電損失の大幅改善により、
ガス遮断器と比べてライフサイクル全
体のGHG排出量を約230t-CO₂/台
削減。今後も量産化による価格競争
力強化や更なる高圧階級の製品範囲
拡大を目指し、カーボンニュートラル
に貢献していく。
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